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宍
い
：

発生・出動とも減少
56年上楽期の火災・救急統計から

こ
の
ほ
ど
宇
柏
市
消
防
本
部
で
は
、
五
十

六
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
上
半
期
に
発
生

し
た
火
災
や
救
急
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
よ
う
。

今
午
垂
に
期
の
特
徴
は
、
応
火

件
数
や
救
急
出
勁
件
数
と
も
減
少

傾
向
を
ｙ
し
て
い
ま
ず
。
と
ぐ
に
、

″
父
に
つ
い
て
は
、
件
数
は
じ
め

損
害
馴
な
ど
が
、
大
幅
に
少
く
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

唇
１
そ
、
窃
暇
ほ
、
み
ん
な

の
ち
Ｈ
つ
と
し
た
嘗
零
吻
ぐ
こ

と
の
で
き
る
も
の
が
、
大
半
を
占

め
て
い
‘
’
チ
。

火
災
で
の
死
亡
ゼ
ロ

期
に
比
ぺ
る
八
干
四
件
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
ず
。
こ
れ
は
約
三
六

妬
も
少
な
ぐ
な
っ
た
こ
と
に
な
り

ま
ず
。

さ
ら
に
、
″
父
に
よ
る
死
者
は

な
ぐ
、
負
傷
者
も
四
人
と
な
っ
て

昨
年
同
聖
ぢ
も
も
人
も
減
少
し

て
い
ま
ｙ
。
こ
の
ぷ
つ
に
、
人
的

被
害
<
Ｈ
Ｍ
ａ
ｊ
＾
て
も
減
少
の
傾
向

に
あ
る
よ
う
で
ｙ
。

ま
た
、
盛
火
の
半
数
以
上
の
十

七
件
が
建
物
火

Ｉ
ｊで

明神
日i

n

月り
一
。

に事火なき大ぱれす断油と
つ

よ
ち

災
で
あ
り
、
そ

の
焼
揖
圓
積
は

三
五
七
平
方
μ

で
昨
年
同
期
に

比
べ
て
一
九
三

平
方
μ
も
多
く

な
っ
て
い
ま
ず
。

全
体
と
し
て
減

少
傾
向
を
ボ
す

中
で
、
こ
の
焼

混
積
が
大
き

な
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
建

物
応
忌
内
容

は
、
半
数
以
上

が
住
宅
や
工
場

と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
二

十
五
件
の
々
災

で
の
損
失
額
は
、

一
Ｉ
八
百
乍
十
九
万
八
千
円
と
な

り
ま
ｙ
。
昨
年
と
比
べ
る
と
九
百

八
十
七
方
三
千
円
少
な
ぐ
な
り
ま

し
た
。つ

い
で
。
応
尽
原
因
に
つ
い

て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
一
石
多
い

の
が
、
今
年
も
双
火
（
疑
い
を
賀

む
）
で
九
件
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
三

件
、
た
き
火
の
二
件
と
つ
づ
い
て

い
求
ｙ
。
そ
の
他
で
ぱ
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
余
熱
で
発
さ
巡
も
の

や
、
電
気
結
露
の
故
障
に
よ
る

も
の
も
あ
り
ま
ｙ
。
と
ｇ
に
、
放

恣
娠
年
多
く
な
っ
て
い
る
の
は

社
会
事
情
Ｑ
昌
賢
も
考
λ
ら
れ
、

注
意
が
必
要
で
す
。

四
十
二
件
の
減
少
。
出
動
内
野
を

み
ま
ず
と
、
急
病
が
五
百
七
十
一

件
と
一
番
多
く
、
次
に
交
通
事
故

へ所療診病急日休ま’
・

に病急の日祝や日曜日

の
三
百
二
十
一
件
、
一
般
負
傷
の

亘
一
千
一
件
な
芦
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
だ
け
で
全
体
の
八
三
・
五
弧

m
め
て
い
ま
ｙ
。

や
は
り
、
救
急
出
動
で
も
減
少

傾
向
鳶
孚
巾
で
で
か
、
交
通
事

故
は
四
十
九
件
の
増
加
と
な
っ
て

お
り
、
運
動
競
技
に
よ
る
も
の
も

増
え
て
り
手
］
。◇

心
災
、
救
急
と
も
件
数
が
減
少

し
て
い
る
状
況
を
、
今
年
の
下
半

期
石
つ
づ
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。そ

こ
で
、
市
民
の
み
な
｛
λ
も

台
所
や
タ
バ
コ
な
芦
沢
ｇ
に
気
を

つ
け
ぶ
と
と
も
に
、
健
康
の
面
ｐ

灸
口
ご
ろ
か
ら
丈
夫
な
体
に
m
i

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
ず
。

な
お
、
市
で
は
市
役
所
向
か
い

側
に
休
日
急
病
診
療
所
を
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
日
曜
日
や
祝
日
に

病
気
に
な
ら
れ
た
と
き
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

７ｎ
乙

０－

こ
と
し
よ
吊
期
に
発
ま
し
た
火

災
件
数
は
二
十
五
件
で
、
昨
年
同

急
病
が
多
い
救
急

救
急
出
動
件
数
は
千
二
百
二
十

四
件
で
、
昨
年
同
期
ど
比
侭
し
て

使
用
目
的
を
明
ら
か
に

住
民
基
本
台
唄
は
、
市
民
生
活

の
う
え
で
大
き
な
役
割
を
も
っ
て

い
ま
罵
そ
れ
は
、
住
ん
で
い
る

申
請
方
法
が

一
部
変
更
に

民
票
の
写
し
な
ど
忿
請
求
ず
る
と

き
に
、
申
請
用
紙
に
使
用
目
的
や

提
出
先
を
記
入
し
て
い
た
だ
ぐ
と

い
シ
も
の
で
す
。
使
用
目
的
を
明

ら
か
に
さ
れ
な
い
と
き
、
ま
た
名

誉
の
棄
損
、
差
別
的
内
容
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
、
そ
の
請
求
に
応
じ
β
れ

ま
せ
ん
。
郵
便
や
市
役
所
連
絡
所

夕
通
じ
て
請
求
さ
れ
る
場
合
も
。

同
じ
ぶ
つ
に
取
扱
い
未
丁
。

ま
た
、
住
民
｀
痙
ど
の
閲
覧
で

は
、
使
用
目
的
以
外
に
使
わ
な
い

旨
の
誓
約
書
が
必
要
で
ｙ
。
多
数

の
住
脆
覆
と
を
対
象
と
す
る
場

ｉ
ｌ

一
皿゛゛゛゛゛゛｀Ｗ゛｀゛一｀一

－

1

1

1

1

ご協力ください

基本的人権を守るため

<
＼
M
A
J
v
に
公
華
Ｈ
Ｑ
目
的
と

認
め
ら
れ
な
い
限
り
応
じ
る
こ
と

な
Ｉ
笙
せ
ん
。
書
き
写
す
こ
と

の
で
き
る
事
項
も
、
原
則
ａ
Ｕ
て

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
男
女

の
別
、
世
帯
主
名
と
続
柄
１

宇
治
市
指
定
の
用
紙
に
よ
る
も
の

に
限
ら
な
チ
。

住
昌
覆
ど
の
記
載
事
項
は
、

電
話
で
の
照
会
に
は
一
切
応
じ
る

こ
と
は
１
笙
せ
ん
。

さ
ら
に
、
こ
の
取
扱
要
綱
の
目

的
か
Ｑ
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
’

申
請
人
に
質
問
し
た
り
、
文
書
な

ど
の
提
出
を
求
め
K
J
こ
Ａ
＞
)
＊
Ｈ
Ｓ
ｓ
＼

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
基
本

的
人
権
を
守
る
た
め
、
Ｓ
解
と

ご
協
刀
m
願
い
Ｌ
ｙ
’
ヂ
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
市

民
課
へ
お
問
い
＜
[
１
Ｃ
Ｗ
だ
さ
い
。

回

‐
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｉ

納
涼
　
青
空
市
民
相
談
を
開
設

市
政
の
運
営
は
、
市
民
の
み
な

章
ん
の
意
士
に
某
弓
い
ア
仔
わ
れ

る
も
の
ト
市
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
広
聴
活
Ｉ
夕
通
じ
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
、
一
｝
屑
な
ど
？
お
聞
さ
し
て
、

市
政
へ
の
反
映
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
幅
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
。
生
の
声
‘
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
こ
シ
と
、
昨
年
に
続
き

『
青
２
市
民
相
ぎ
を
開
催
。
残

暑
も
き
び
し
い
時
期
で
す
の
で
、

廸
吃
取
と
し
て
八
月
二
土
ハ
ａ
團

の
午
堡
八
時
か
ら
八
時
半
ま
で
京

都
銀
行
伊
勢
田
支
店
駐
車
場
で
開

き
手
。

こ
の
相
談
は
市
の
首
脳
部
が
各

地
域
に
出
か
け
て
行
き
、
街
角
や

広
場
で
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の

み
な
”
ん
と
対
話
夕
深
め
る
も
の
。

貴
重
な
ご
意
見
や
創
意
を
施
策
に

池
本
市
長
が
出
席

す
。
そ
し
て
、
紹
か
な
点
に
つ
い

ア
ほ
、
叩
ｉ
一
部
長
が
要
望
や
意
見

m
ぐ
こ
と
に
な
り
未
了
。

ま
た
、
で
μ
る
だ
け
多
く
の
み

な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
な
Ｖ
た

め
に
、
恐
形
式
Ｐ
ｉ
:
う
場
<
1
D
≪
'

あ
り
ま
ず
。
な
お
、
市
政
以
外
の

意
見
や
要
望
は
、
叩
係
機
関
へ
通

知
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

広
く
ご
意
見
＊
J
≪
聞
か
ｔ
v
だ
さ

い
。

さ
ら
に
、
健
康
に
注
意
し
て
い

た
だ
こ
シ
ぐ
皿
圧
測
定
の
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

璽
大
の
場
合
は
、
京
都
銀
行
伊

勢
田
支
店
二
階
会
議
室
宣
蕩
に

し
ま
す
。
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″
む

第

若い心で学びませんか

地
域
社
会
か
ら
悲
惨
な
交
通
事

故
忿
な
く
し
、
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
、
楽
し
い
催
し
の
中
で
親

と
子
の
対
話
か
通
じ
て
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
学
ぷ
つ
ど
い
を
開
き

ま
ず
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
■
"
Ｏ
Ｏ
ｉ
ｎ
Ｓ
日
囲
午
Ｍ
ａ

時
半
か
ら
ぴ
時
半
ま
で
（
雨
天
中

止
）

▼
と
こ
ろ
・
・
・
大
久
保
自
動
車
教
習

所
（
近
鉄
大
久
保
駅
西
へ
3
0
0
μ
）

▼
内
容
：
自
転
車
の
安
全
な
乗
び

方
教
室
、
運
転
者
適
性
資
格
テ

テ
ー
マ
講
師

ふ
卯
老
い
の
生
か
い
ｆ
ｔ
!
Ｓ
小
林
Ｘ
円
な

鸞
老
人
と
性
≪
ｅ
!
i
J
R
l
Ｍ
･
今
村
要
道
曳

雷
交
通
事
故
防
止
晒
″
が
。
り
一
池
田
金
光
な

Ｖ
Ｖ
Ｔ
t
＼
叫
呪
い
心
恋
塚
寺
住
職
安
藤
円
章
な

管
皿
岫
ら

っ
Ｊ
作
綴
コ
五
市
柴
な

ヅ
明
日
へ
向
っ
て
平
等
院
住
職
神
居
義
弘
な

こ
と
し
も
、
老
人
大
学
が
開
か
れ
ま
す
。

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
な
ら
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
さ
ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
し
、
み
ん

な
で
勉
強
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

老
人
大
学
は
、
日
迄
窪
に
変

化
す
る
現
代
に
、
高
齢
者
が
社
<
!
Ｋ

か
ら
取
Ｓ
v
残
さ
れ
な
い
ぷ
つ
に
、

新
し
い
知
識
舎
牙
に
つ
け
、
い
つ

ま
で
も
若
い
心
で
若
い
人
た
ち
と

話
し
ｅ
４
９
よ
う
に
と
開
か
れ
る

も
の
で
７
。

こ
仁
し
は
、
右
の
表
の
日
m
>

ス
ト
、
白
バ
イ
の
お
兄
さ
ん
や

婦
交
の
お
姉
”
兄
と
の
つ
ど
い
、

交
通
安
全
納
涼
大
会

盆
踊
り
や
夜
店
も

生
き
が
い
、
交
通
安
全
、
政
治
な

ａ
ｊ
Ｌ
Ｊ
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て

い
未
７
。

こ
の
老
人
大
学
に
参
加
希
望
の

人
は
、
各
地
区
の
喜
m
<
の
会
長

さ
ん
、
表
だ
は
福
祉
事
務
所
福
祉

課
ま
で
お
申
込
み
ぐ
だ
さ
い
。
参

加
料
は
一
人
百
円
で
す
。

桃
山
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

よ
る
特
別
演
奏
な
ど
。
ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
夜
店
が
出
て
、
納

涼
盆
踊
り
大
心
一
も
開
か
れ
ま
す
。

▼
幸
雇
・
＝
宇
治
市
少
年
補
導
協
篆
一

会
。

（
交
通
労
政
課
）

▼
と
き
：
自
月
ａ
日
ふ
’
日
、

午
前
９
時
Ｌ
ｎ
時
半
頃
▼
と
こ
ろ

：
市
民
会
館
三
階
大
会
議
室
。（

福
祉
課
）

催
し

市
民
総
合

体
育
大
会

宇
治
市
制
施
以
窟
年
記
念
バ

宏
笛
体
育
協
会
設
立
1
5
周
年
記

念
の
市
民
総
合
体
育
大
会
が
開
か

れ
未
了
。

〈
水
泳
〉

▼
と
き
：
Ｌ
８
以
習
面
午
前
ｍ

時
▼
と
こ
ろ
…
未
定
▼
種
目
…
自

由
形
・
背
泳
・
平
泳
ぎ
▼
繍
ぢ

･
･
･
ｏ
ｃ
ｍ
Ｓ
ｊ
日
。

〈
軟
式
野
球
〉
（
一
般
社
会
人
Ｄ
級
）

▼
と
き
…
ａ
日
：
Ａ
ｊ
ｅ
月
の
日
限
、

祝
日
▼
と
こ
ろ
・
未
定
▼
参
加
料

・
：
Ｉ
チ
ー
ム
三
千
円
▼
抽
選
命
：

８
月
3
1
日
午
後
６
時
半
、
川
東
公

民
館
▼
締
切
り
・
＝
８
月
3
0
日
。

〈
弓
道
〉

▼
と
き
・
・
・
９
叔
哲
面
▼
と
こ

ろ
：
黄
栞
自
衛
隊
弓
心
場
▼
競
技

内
容
：
遠
的
・
近
的
▼
参
加
料
：

学
生
二
百
円
、
社
会
人
四
百
円
▼

宇
治
市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町

の
中
学
校
と
高
等
学
校
の
吹
奏
楽

部
が
、
第
1
0
回
オ
ー
プ
ン
エ
ア
コ

ン
サ
Ｌ
ト
を
開
き
示
ｙ
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
中
学
校
と

第10回

オープンエアコンサート

1,000人のプラス

高
等
学
校
の
交
流
か
深
め
、
ク
ー
フ

ブ
活
動
の
成
果
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
発
表
し
て
、
地
域
に
と
け

込
ん
だ
音
楽
心
一
に
し
よ
フ
と
い
う

も
の
で
す
。
企
画
や
運
営
、
選
曲

は
す
べ
て
牛
徒
が
中
心
。
マ
ー
チ

を
は
じ
の
「
大
草
原
の
小
さ
な
き

「
タ
ラ
の
テ
ー

マ
」
「
8
0
E
間

世
界
一
周
」
な

ど
、
市
民
の
み

な
”
刄
も
よ
く

知
っ
て
い
る
曲

が
演
奏
洽
れ
ま

す
。こ

の
日
の
た

め
に
、
折
で
の

高
等
学
収
か
ら

中
学
校
へ
指
導

に
出
か
け
る
な

べ
練
習
を
璽
ね
て
い
ま
で
］
。

▼
と
き
＝
＆
鳳
習
晶
午
後
０

時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
川
の

塔
の
島
（
雨
天
の
と
き
は
宇
治
中

学
校
体
育
館
）
。

（
社
会
教
育
課
）

宇
治
市ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

今
回
は
、
脊
少
年
の
ス
ポ
ー

ツ
の
中
ｙ
ハ
気
を
果
め
て
い
る

少
年
狐
笞
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◇

少
年
野
球
は
、
小
密
刄
爵

≪
-
ｕ
し
た
糎
隋
ず
。
宇
治
市

の
少
年
野
球
チ
ー
ム
は
十
四
チ

ー
ム
で
、
府
下
で
は
京
都
市
に

次
ぐ
数
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

ま
た
令
国
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
中
で
も
少
年
”
鉄
チ
ー
ム

は
多
く
。
毎
年
開
か
れ
４
少
年

狐
芯
国
大
｡
＜
Ｒ
は
、
そ
の
内
容

も
規
模
も
、
高
校
狐
だ
ひ
け

か
戸
石
な
い
ぐ
ら
い
Ｗ
ｅ
ん
な

も
の
で
す
。

府
下
大
会
で

二
位
・
三
位

少年野球スポーツチーム

④

ね
て
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
ず
。

市
内
の
十
四
の
少
年
屏
球
チ
ー

ム
は
、
地
域
の
特
性
な
ど
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
持
っ
て

い
ま
ｙ
。
共
添
ず
る
こ
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
か
通
じ
て
青
少
年
の
健
全

育
ｇ
<
ｂ
ほ
か
る
こ
ぐ
刄
砥
の
向

上
で
Ｔ
。
ま
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の

中
p
m
.
の
精
ｆ
ｔ
＊
)
畏
う
こ
と
で

す
。

チームプレーで
協調精神を養う

鱗
鱗
日
昌
鱗

く
５
６
ぐ
６
く
ぐ
ぐ
ぐ
く
く
ぐ
ぐ
ぐ

之
ｍ
ｍ

稔
匹

夫
巧
三
浩
司
志
一
行
男

昌
順
侑
利
敏
幸
寅
勝
武
隆
賢
正
光

瀬
田
村
子
木
田
谷
副
北
藤
石
中
谷

昌
ぷ
昌
昌
昌
ざ
ポ

吋
吋
い
肩
付
吋
町
恥
討
嗣
ね
恥
町

二
工
Ｅ
ｙ
∴

南
東
イ
三
東
宇
岡
平
伊
伊
フ
大
西
西
神

1
1
1
1
1
1
゛
―
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゛

｀ゆ
一

゛゛゛゛゛゛゛｀ｅ゛゛
゛

ゆ
ｒ
ｉ

－
ｉ
ｌ
‐
Ｉ
ｓ
ａ
ｌ
ｓ
‐
Ｉ
Ｉ
ｓ

し

―一
゛｀｀

一

練
習
用
に

専
用
球
場
も

夏
休
み
に
は

合
宿
も

0
０

Ｃ
Ｏ

０１

締
切
り
…
８
鳳
Ｊ
日
。

い
ず
れ
も
申
込
み
先
は
、
宇
治

市
体
育
協
会
（
四
９
６
０
５
）

へ
。

（
社
会
教
育
課
）

ジ
ュ
ニ
ア
軟
式

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

▼
と
き
・
・
白
日
ぢ
凧
ぶ
ら
毎

週
土
曜
日
の
午
聡
ｚ
時
か
ら
４
時

ま
で
。
浬
ｍ
回
（
雨
天
順
延
）

▼
と
こ
ろ
・
市
役
所
西
側
の
宇
治

テ
ニ
ス
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト
▼
会
費

…
四
千
円
（
初
日
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
微
収
）
▼
参
加
資
格
・
・
・
宇
治
市

在
住
の
小
学
校
５
・
６
年
生
の
男

女
▼
申
込
み
…
体
育
協
会
（
豊
⑩

１
９
０
５
）
へ
▼
主
催
…
宇
治
庭

球
協
会
。

・
（
社
会
教
育
課
）

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
別

軟
式
庭
球
大
会

▼
と
き
Ｆ
８
以
百
聞
正
午
開

始
▼
と
こ
ろ
・
宇
治
テ
ニ
ス
ガ
ー

デ
ン
コ
ー
ト
▼
競
技
方
法
・
崩
字

は
４
ラ
ン
ク
、
女
子
は
ａ
ラ
ン
ク

に
分
か
れ
て
対
戦
▼
参
加
資
格
：

宇
治
市
民
ま
た
は
勤
務
、
通
学
ず

る
高
校
生
以
上
の
人
▼
参
加
料
・
：

Ｉ
チ
ー
ム
六
百
円
▼
申
込
み
・
：
宇

治
市
体
育
Ｓ
会
（
酋
⑩
Ｌ
９
０
５
）

へ
。

（
社
会
教
育
課
）

案
内

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
ｃ
Ｇ
予
防
接
種

▼
日
程
と
会
場
・
９
月
１
日
か

ら
ほ
じ
ま
り
未
丁
。
３
月
Ｍ
一
日
発

行
の
市
政
だ
よ
り
「
予
防
接
種
日

程
表
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
▼
対
象

：
幽
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
。
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
接
種
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
以
前
に
題
’
性

で
あ
っ
た
４
歳
木
満
の
子
ど
駈
さ

ん
も
受
け
ら
れ
ま
ず
▼
持
参
す
る

も
Ｑ
・
応
早
４
帳
と
問
診
｀
ｙ
▼
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
惣
誉
座
け
ら
れ
な

い
子
と
ｙ
①
三
種
曼
孚
防
接

種
を
受
け
で
ｒ
週
間
以
内
の
子
ど

も
、
②
は
し
茄
の
予
防
接
鮪
夢
受

け
で
ｒ
力
月
以
内
の
子
ど
も
、
③

以
前
に
Ｂ
ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た
子
ど

も
、
④
流
行
性
耳
下
腺
炎
・
麻
し

ん
、
風
見
、
水
阪
が
治
っ
て
か
ら

１
ヵ
月
以
内
の
子
ど
も
、
⑤
そ
の

他
の
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
が
治
っ
て

か
ら
２
週
間
以
内
の
子
芦
も
▼
注

意
・
体
賜
芯
場
に
来
る
前
に
必

ず
測
っ
て
き
で
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

今
月
は

府
・
市
民
税
の
納
期

八
月
は
、
府
・
市
民
税
の
第
２

期
の
納
蓼
ｇ
ず
。

納
期
内
に
お
忘
れ
な
ぐ
を
右

の
金
融
機
関
が
納
税
課
で
お
£
ｆ
ｉ

く
だ
さ
い
。

（
僥
臓
）

郵
便
局
の
業
務

取
扱
時
間
が
変
更

郵
便
局
の
窓
口
で
の
。
郵
便
物
、

箆
苔
媛
話
の
取
扱
い
時
間
が

８
月
3
1
日
か
晏
わ
り
ま
ず
。

今
ま
で
、
午
卯
６
時
半
ま
た
は

4
5
分
か
ら
取
扱
っ
て
い
ま
し
た
が

午
前
９
時
か
ら
に
な
り
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
ず
。

平
日
：
牛
前
Ｓ
時
～
午
徐
ぴ
時

土
曜
日
：
牛
前
９
時
～
午
後
０
時

3
0
分

な
お
、
預
金
や
お
金
の
取
扱
い

奘
「
ま
で
ど
お
び
午
後
４
時
ま
で

で
７
。

（
郵
便
局
）
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